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※弊社集計による1985年～2005年までのショックアブソーバ販売台数の累計です

ごあいさつごあいさつごあいさつごあいさつ
　　株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高
配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　　当中間期（平成17年４月１日から平成17年９月30日まで）のカーアフターマーケットにおき
ましては、個人消費動向の多様化により、引続きカーアフターパーツに対する購買意欲も分散化して
おり、サスペンションについては、厳しい状況となりました。
　このような情勢のもと、当社ではお客様の多様なニーズに対応するため販売力、研究開発力および
コスト削減力の更なる強化、製品ラインナップやアフターサービス体制の充実により、連結の売上高、
利益ともに前年同期を上回る結果となりました。
　ここに当中間期の決算をとりまとめましたので、ご報告申し上げます。
　今後ともご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

                                                                                                                                                                                                                        代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長

市　野　　諮市　野　　諮市　野　　諮市　野　　諮

決算の概況決算の概況決算の概況決算の概況
当中間期の営業の経過および成果当中間期の営業の経過および成果当中間期の営業の経過および成果当中間期の営業の経過および成果
　　当中間連結会計期間の業績は、売上高は前年同期比 6.3％増の 2,638百万円、経常利益は前年同
期比6.3％増の528百万円、中間純利益は前年同期比12.0％増の319百万円となりました。
　　日本国内においては、人気のあるワゴン・ミニバン向けの車種展開を増やすとともに、スポーツ
カー向け新製品の発売に注力いたしました。また、販売促進の一環として、当社初の展示用サンプ
ルダンパーを製品化いたしました。これは販売店の在庫コストを低減させることで、より多くの販
売店が当社製品の展示をすることが可能となります。
　　主な新製品は次のとおりであります。
　　平成17年４月に平成11年発売のドリフト専用ダンパーである「TYPE HE」をリニューアルし
たダンパーキット「SUPER DRIFT」、テイン・マスターショップのみで販売されるレーシングス
ペックダンパーである「TYPE RE/RS」をリニューアルし、当社の更なるフラッグシップモデルと
して「SUPER RACING」を発売しました。この結果、日本国内の売上高は前年同期比7.4％減の
1,683百万円となりました。
　　北米においては、日本車の人気に伴い、高性能な日本車向けダンパーキットおよびローダウンス
プリングの車種展開を更に増やすとともに、欧州車や米国車向けの車種展開も進めてまいりました。
また、雑誌広告や自動車用品展示会への出展等、広告宣伝活動にも積極的に力を入れてまいりまし
た。この結果、北米の売上高は前年同期比24.7％増の667百万円となりました。
　　アジア・オセアニアにおいては、景気回復により当中間連結会計期間は大きく飛躍しました。こ
の結果、アジア・オセアニアの売上高は前年同期比124.8%増の177百万円となりました。
　　欧州においては、英国現地法人TEIN UK LIMITEDを設立して２年目に入り、英国内での営業
基盤も確立しつつ、ＥＵの中でも日本車の多い地域に注力いたしました。また、欧州車向けの車種
展開も積極的に進めてまいりました。この結果、欧州の売上高は前年同期比117.7％増の109百万
円となりました。
当中間期の研究開発活動当中間期の研究開発活動当中間期の研究開発活動当中間期の研究開発活動
　　人気新型車種向け製品について、業界最速での発売開始を実現し、また、新規の車種展開を増や
すことにも貢献しました。基礎研究については、試験機の増設により、強度および耐久試験の検証
スピードアップと検証結果を製品の品質向上につなげました。
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当中間期　決算ハイライト当中間期　決算ハイライト当中間期　決算ハイライト当中間期　決算ハイライト
連結連結連結連結

前中間連結会計期間
（平成16年4月1日～平成16年９月30日）

当中間連結会計期間
（平成17年4月1日～平成17年９月30日）科　目

構成比 前期比 構成比 前期比

売上高 百万円
2,482

％
100.0

％
15.9

百万円
2,638

％
100.0

％
6.3

営業利益
474 19.1 23.7 489 18.6 3.2

経常利益
497 20.0 38.3 528 20.0 6.3

中間純利益
285 11.5 42.0 319 12.1 12.0

１株当たり中間純利益
42.86
円

－ －
48.02
円

－ －

単独単独単独単独
前中間会計期間

（平成16年4月1日～平成16年９月30日）
当中間会計期間

（平成17年4月1日～平成17年９月30日）科　目
構成比 前期比 構成比 前期比

売上高
百万円
2,529

％
100.0

％
19.3

百万円
2,387

％
100.0

％
△5.6

営業利益 529 20.9 35.5 390 16.4 △26.2

経常利益 553 21.9 51.4 435 18.2 △21.4

中間純利益 319 12.6 57.6 262 11.0 △17.7

１株当たり中間純利益
48.02
円

－ －
39.53
円

－ －

２

売上高（連結/単独）売上高（連結/単独）売上高（連結/単独）売上高（連結/単独）
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単体 経常利益経常利益経常利益経常利益 連結連結連結連結 単体単体単体単体
平成16年9月中間期平成16年9月中間期平成16年9月中間期平成16年9月中間期 497 553
平成17年9月中間期平成17年9月中間期平成17年9月中間期平成17年9月中間期 528 435
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海外売上高海外売上高海外売上高海外売上高
前中間連結会計期間

（平成16年4月1日～平成16年９月30日）
当中間連結会計期間

（平成17年4月1日～平成17年９月30日）地　域　別
海外売上高の
割合

海外売上高の
割合

連結売上高 百万円
2,482

％
100.0

百万円
2,638

％
100.0

国内売上高 1,817 73.2 1,683 63.8

海外売上高　計 664 26.8 954 36.2
北米（アメリカ、カナダ等） 535 21.6 667 25.3
アジア・オセアニア（台湾、香港、ｵ ｽーﾄﾗﾘｱ等） 79 3.2 177 6.7
欧州（イギリス等） 50 2.0 109 4.2

　　　　TEIN U.S.A.TEIN U.S.A.TEIN U.S.A.TEIN U.S.A.,INC.,INC.,INC.,INC.の売上高の推移の売上高の推移の売上高の推移の売上高の推移（単独）（単独）（単独）（単独）　　　　　　　　グローバルネットワークグローバルネットワークグローバルネットワークグローバルネットワーク

関係会社の状況関係会社の状況関係会社の状況関係会社の状況

名　称 所在地 資本金 主な事業内容
当社
出資比率

TEIN U.S.A.,INC. 米国 900千US$ 当社製品の販売 100％
TEIN UK LIMITED 英国 　300千£ 当社製品の販売 100％

天御股　有限公司 台湾 7,000千NT$
当社の製品用資材調達の調
査・調整

100％

連結品目別売上高連結品目別売上高連結品目別売上高連結品目別売上高
前中間連結会計期間

（平成16年4月1日～平成16年９月30日）
当中間連結会計期間

（平成17年4月1日～平成17年９月30日）科　目
構成比 前期比 構成比 前期比

サスペンション製品 百万円
2,390

％
96.3

％
13.6

百万円
2,551

％
96.7

％
6.7

商　　　　　　  品 91 3.7 149.4 86 3.3 △4.7

合　計
2,482 100.0 15.9 2,638 100.0 6.3

サスペンション製品　　　　　　　　　　　　　　　商品サスペンション製品　　　　　　　　　　　　　　　商品サスペンション製品　　　　　　　　　　　　　　　商品サスペンション製品　　　　　　　　　　　　　　　商品

 ダンパーキット　　スプリング　　　ＥＤＦＣ　　　競技用ハーネス　競技用ヘルメット
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損益計算書損益計算書損益計算書損益計算書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（連　　　結）（連　　　結）（連　　　結）（連　　　結）　　　　　　　　　　　　（単　　　独）（単　　　独）（単　　　独）（単　　　独）

前中間連結会計期間
（平成16年4月1日～
平成16年9月30日）

当中間連結会計期間
（平成17年4月1日～
平成17年9月30日）

前中間会計期間
（平成16年4月1日～
平成16年9月30日）

当中間会計期間
（平成17年4月1日～
平成17年9月30日）科　目

構成比 構成比 構成比 構成比

売上高
百万円
2,482

％
100.0

百万円
2,638

％
100.0

百万円
2,529

％
100.0

百万円
2,387

％
100.0

売上原価 1,198 48.3 1,294 49.1 1,330 52.6 1,295 54.3
売上総利益 1,283 51.7 1,343 50.9 1,198 47.4 1,091 45.7
販売費及び一般管理費 808 32.6 853 32.3 669 26.5 700 29.3

営業利益 474 19.1 489 18.6 529 20.9 390 16.4

営業外収益 23 0.9 53 2.0 25 1.0 59 2.5

営業外費用 1 0.0 15 0.6 0 0.0 15 0.7

経常利益 497 20.0 528 20.0 553 21.9 435 18.2

特別利益 0 0.0 0 0.0 － － 0 0.1

特別損失 0 0.0 0 0.0 0 0.0 － －

税金等調整前中間純利益 496 20.0 529 20.0 553 21.9 436 18.3

法人税、住民税及び事業税 211 8.5 209 7.9 234 9.3 173 7.3

中間純利益 285 11.5 319 12.1 319 12.6 262 11.0

前期繰越利益 － － － － 363 － 458 －

中間未処分利益 － － － － 682 － 721 －

連結販売管理費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連結販売管理費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連結販売管理費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連結販売管理費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

科　目
前中間連結会計期間
（平成16年4月1日～
平成16年9月30日）

当中間連結会計期間
（平成17年4月1日～
平成17年9月30日）

給与手当 166 188
退職給付費用 4 4
役員退職慰労引当金繰入額 4 4
研究開発費 151 177

その他 481 412

合　計 808 853

中間連結キャッシュ中間連結キャッシュ中間連結キャッシュ中間連結キャッシュ・フロー計算書の要旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・フロー計算書の要旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・フロー計算書の要旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・フロー計算書の要旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

科　目
前中間連結会計期間
（平成16年4月1日～
平成16年9月30日）

当中間連結会計期間
（平成17年4月1日～
平成17年9月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物に係る換算差額

498
△30
△93

6

483
△51
△106

9

現金及び現金同等物の増減額（減少：△）
現金及び現金同等物の期首残高

380
1,040

334
1,185

現金及び現金同等物の期末残高 1,421 1,520

４

貸借対照表の主な内容貸借対照表の主な内容貸借対照表の主な内容貸借対照表の主な内容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（連　　　結）（連　　　結）（連　　　結）（連　　　結）　　　　　　　　　　　　　　（単　　　独）（単　　　独）（単　　　独）（単　　　独）

前中間連結会計期間末
（平成16年９月30日）

当中間連結会計期間末
（平成17年９月30日）

前中間会計期間末
（平成16年９月30日）

当中間会計期間末
（平成17年９月30日）科　目

構成比 構成比 構成比 構成比

流動資産
百万円
2,969

％
80.7

百万円
3,114

％
80.1

百万円
2,870

％
76.1

百万円
2,854

％
73.7

　現金及び預金 1,421 1,520 1,257 1,222
　売掛金 301 290 686 671
　有価証券 50 － － －
　たな卸資産 987 1,129 689 816
　その他 209 173 238 144
　貸倒引当金 △0 △0 △0 △0
固定資産 710 19.3 775 19.9 899 23.9 1,017 26.3
　有形固定資産 421 437 393 408
　　機械装置及び運搬具 306 286 261 274
　　その他 115 150 132 160
　無形固定資産 20 16 20 16
　投資その他の資産 267 322 485 593
資産合計 3,679 100.0 3,889 100.0 3,769 100.0 3,872 100.0
流動負債 936 25.5 801 20.6 933 24.8 781 20.2
　買掛金 346 278 351 284
　未払費用 196 － 192 －
　未払法人税等 266 － 266 －
　その他 125 522 123 496
固定負債 240 6.5 259 6.7 236 6.3 253 6.5
　退職給付引当金 73 85 73 85
　役員退職慰労引当金 93 103 93 103
　その他 72 70 69 64

負債合計 1,176 32.0 1,060 27.3 1,170 31.1 1,034 26.7

　資本金 217 5.9 217 5.6 217 5.8 217 5.6
　資本剰余金 215 5.8 215 5.5 215 5.7 215 5.6
　利益剰余金 2,075 56.4 2,395 61.6 2,166 57.5 2,405 62.1
　為替換算調整勘定 △4 △0.1 1 0.0 － － － －
　自己株式 △1 △0.0 △1 △0.0 △1 △0.1 △1 △0.0

資本合計 2,503 68.0 2,829 72.7 2,598 68.9 2,837 73.3
負債・資本合計 3,679 100.0 3,889 100.0 3,769 100.0 3,872 100.0

今後の見通しと対処すべき課題今後の見通しと対処すべき課題今後の見通しと対処すべき課題今後の見通しと対処すべき課題
　　今後の世界経済の先行きについては、原油価格および為替の動向など不透明な要因により、依然
として予断を許さない状況が続くものと思われます。このような中、当社グループといたしまして
は、引続き国内外における販売体制の拡充、生産体制の効率化、技術開発体制の強化、全社的なコ
ストダウン、また品質向上などを推進してまいる所存であります。
会社の利益配分に関する基本方針会社の利益配分に関する基本方針会社の利益配分に関する基本方針会社の利益配分に関する基本方針
　　当社は収益力の向上を図り、株主の皆様へ利益還元をすることが経営の最重要課題の一つである
と考えております。利益配分は年１回期末に配分することとし、次のとおり実行してまいります。
　① 連結決算の当期純利益を配当金算出の基礎とする。
　② 配当性向の基準を30％とする。
　③ 配当の安定性を目指して、当該年度連結当期純利益の 15％相当額と前年度連結当期純利益の

15％相当額との合計を配当金の額とする。
５



主な新製品のご紹介主な新製品のご紹介主な新製品のご紹介主な新製品のご紹介
　平成17年４月発売：ＳＵＰＥＲＳＵＰＥＲＳＵＰＥＲＳＵＰＥＲ    ＤＲＩＦＴＤＲＩＦＴＤＲＩＦＴＤＲＩＦＴ
　　　　　　　　　　　ドリフト選手権など走行会専用に用途を限定し、ドリフト時のコントロール
　　　　　　　　　　　性を極限まで高めたドリフト専用ダンパーキット
　　　　　　　　　　　ＳＵＰＥＲＳＵＰＥＲＳＵＰＥＲＳＵＰＥＲ    ＲＡＣＩＮＧＲＡＣＩＮＧＲＡＣＩＮＧＲＡＣＩＮＧ
　　　　　　　　　　　レーシングフィールドでの経験と技術をそのままフィードバックさせて開
　　　　　　　　　　　発した高機能なフラッグシップモデルである車高調整式ダンパーキット

株式情報株式情報株式情報株式情報（平成（平成（平成（平成17171717年９月年９月年９月年９月30303030日現在）日現在）日現在）日現在）
　会社が発行する株式の総数　２６,６０９,０００株　　発行済株式数　６,６５２,２５０株

　株主数　　　　　　　　　　　　　　　 ９０４名

　大株主大株主大株主大株主
株  主  名 持株数（株） 出資比率（％）

市野　諮 ２,９１７,０００ ４３.８％
バンク　オブ　ニューヨーク　ジーシーエム　クライアント　アカウンツ　イー
アイエスジー １,１５４,０００ １７.３％
藤本　吉郎 ５００,５００ ７.５％
市野　ルリ子 ２２４,０００ ３.４％
株式会社横浜銀行 １９５,０００ ２.９％
日本生命保険相互会社 １９５,０００ ２.９％
小島　宣保 １４８,０００ ２.２％
市野　澄恵 １３６,５００ ２.１％
クレジット　スイス　ファースト　ボストン　ヨーロッパ　ビービー　セク　アイ
エヌティ　ノントリーティ　クライエント ８９,７００ １.３％
東京海上日動火災保険株式会社 ７８,０００ １.２％

　　
　株式の所有者別状況株式の所有者別状況株式の所有者別状況株式の所有者別状況

平成17年3月31日現在 平成17年9月30日現在

個人 73.7% 97.3%

外国人 17.1% 0.6%

金融機関 8.9% 0.8%

その他 0.3% 1.3%

計 100.0% 100.0%

  株価および出来高の推移株価および出来高の推移株価および出来高の推移株価および出来高の推移（月足）（月足）（月足）（月足）

　注　　印：平成15年5月に株式分割（1株を2株）におこなっておりますので、分割実施前の終値を分割後の値に調整した「調整後終値」

として表示しております。
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出 来 高 　 千 株 株 価 　 円

役員役員役員役員（平成（平成（平成（平成17171717年９月年９月年９月年９月30303030日現在）日現在）日現在）日現在）
　代表取締役社長　　市野　　諮　　　　　取締役　　　　　　武井　共夫代表取締役社長　　市野　　諮　　　　　取締役　　　　　　武井　共夫代表取締役社長　　市野　　諮　　　　　取締役　　　　　　武井　共夫代表取締役社長　　市野　　諮　　　　　取締役　　　　　　武井　共夫※
　専務取締役　　　　藤本　吉郎　　　　　監査役　専務取締役　　　　藤本　吉郎　　　　　監査役　専務取締役　　　　藤本　吉郎　　　　　監査役　専務取締役　　　　藤本　吉郎　　　　　監査役（常勤）　　中嶋　　敦（常勤）　　中嶋　　敦（常勤）　　中嶋　　敦（常勤）　　中嶋　　敦
　取締役　　　　　　那須　賢司　　　　　監査役　　　　　　奥川　貞夫　取締役　　　　　　那須　賢司　　　　　監査役　　　　　　奥川　貞夫　取締役　　　　　　那須　賢司　　　　　監査役　　　　　　奥川　貞夫　取締役　　　　　　那須　賢司　　　　　監査役　　　　　　奥川　貞夫
　※  取締役 武井共夫は、商法第188条２項第７号ノ２に定める社外取締役であります。

会社概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会社概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会社概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会社概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成17年９月30日現在）
　本　　社：横浜市戸塚区上矢部町995番１　電話（045）810－5511（代）
　設　　立：昭和60年２月28日
　資 本 金：２億1,755万円
　事 業 所：本社工場（横浜）、営業所（仙台、北関東、横浜、名古屋、大阪、福岡）
　従業員数：136 名（社外への出向者、契約社員および臨時従業員は含まず。）
株主メモ株主メモ株主メモ株主メモ
　決算期　　　　　　３月31日
　株主確定基準日　　定時株主総会・利益配当金　　３月31日
　　　　　　　　　　その他必要があるときは、予め予告いたします。
　定時株主総会　　　６月
　公告方法　　　　　決算公告は、下記ホームページに掲載いたします。
　　　　　　　　　　http://www.tein.co.jp/ir.html
　名義書換代理人　　東京都中央区日本橋茅場町一丁目２番４号
　　　　　　　　　　日本証券代行株式会社
　同事務取扱場所　　東京都中央区日本橋茅場町一丁目２番４号
　　　　　　　　　　日本証券代行株式会社　本店
　　郵便物送付先　　〒137-8650東京都江東区塩浜２丁目８番１８号
　　お問合せ先　　 日本証券代行株式会社　代理人部

　　　　　　　　　　（住所変更等用紙のご請求）　 ０１２０－７０７－８４２

　　　　　　　　　　（その他のご照会）　　　　　 ０１２０－７０７－８４３

　　　　　　　　　　　株式お手続用紙のご請求を、インターネットでも受付けいたしております。
　　　　　　　　　　  ホームページアドレス　http://www.jsa-hp.co.jp/name/index.html
　　　　　　　　　　  ＊「お手続き用紙のご請求」をご参照願います。
　同　取　次　所　　日本証券代行株式会社　支店
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

メールサービスについてのご案内
  投資家の皆様の利便性向上を図るため、「情報開示メールサービス」をおこなっております。
  ご利用方法は、下記弊社ホームページでご確認ください。
  http://www.tein.co.jp/ir.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テインの信頼と実績の象徴、「ダンパッチ」です。

株式会社テイン株式会社テイン株式会社テイン株式会社テイン


